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今月の話題

町民の皆様が納めた税金、国や青森県などから入ったお金はどのくらいで、

どのように使われたかお知らせします。　

町の家計簿を公開します

令　和　３　年　度令　和　３　年　度

歳出　34億5,434万円

歳出の用語解説

総務費 選挙や戸籍、徴税、町の庁舎管理、職員の給与等の経費
民生費 高齢者や障害者、児童などの福祉に関する経費
衛生費 各種検診や予防接種、ごみ処理などの経費

農林水産業費
農林水産業の振興、農業用道路や水路の整備、農村環境
整備などの経費

土木費 町道や河川の整備、町営住宅の管理、除排雪等の経費

消防費
青森地域広域事務組合の負担金や消防団員の報酬、消防
機器の管理等の経費

教育費
小中学校の管理、社会教育、生涯学習・体育の振興、文
化財保護等の経費

公債費 町の借金である町債を返済するための経費

　一般会計の歳出総額は前年度より、２億578万円減（5.6％
減）の34億5,434万円となりました。減額の主な原因は、令
和２年度行った特別定額給付金事業（２億5,929万円）の減少
や防災行政無線デジタル化工事（３億1,686万円）の事業終了
によるものです。

一般会計を町民１人あたりにすると…
（令和4年3月末人口2,375人より算出）

※この金額は法人に課税された金額を含みます。

納めたお金　175,949円

固定資産税
135,920円

町民税
28,973円

軽自動車税
3,280円

町たばこ税
7,777円

使われたお金　1,454,459円

議会費
16,109円

総務費
235,145円

民生費
299,394円

労働費
4円

農林水産業費
76,994円

商工費
36,021円

土木費
175,015円

消防費
69,743円

教育費
76,985円

災害復旧費
0円

公債費
133,389円

諸支出金
226,985円

衛生費　108,678円
〔うち広域事務組合分（ゴミ、し尿、斎場）〕� 28,874円

議会費

総務費

民生費

衛生費

労働費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

公債費

諸支出金等

0456 12378
（億円）

3,826万円（1.1％）

5億5,847万円（16.1％）

7億1,106万円（20.6％）

2億5,811万円（7.5％）

1万円（0.0％）

1億8,286万円（5.3％）

8,555万円（2.5％）

4億1,566万円（12.0％）

1億6,564万円（4.8％）

1億8,284万円（5.3％）

3億1,680万円（9.2％）

5億3,909万円（15.6％）



332022年11月号2022年11月号

今月の話題

決 算 報 告決 算 報 告
（一般会計歳入決算額）

36億7,439万円 −
（歳出決算額）

34億5,434万円 ＝
（歳入歳出差引額）

2億2,005万円

歳入　36億7,439万円

歳入の用語解説

自主財源 町が自主的に収入できる財源

依存財源
国、県から定められた額を交付されたり割り当てら
れたりする収入

地方交付税

国から町に交付されるお金。国税のうち所得税や法
人税、たばこ税、酒税、消費税が町の財政力に応じ
て交付

国庫支出金
国補助金など特定の目的の事業の財源となる国の補
助金等

町債 事業を行うために町が計画的に借りるお金
町税 町民の皆様から町に直接納めていただくお金
繰入金 基金等からの繰入

　一般会計の歳入総額は36億7,439万円で前年
度より１億4,848万円（3.9％）の減額決算と
なりました。減額の主な要因としましては、昨
年度行った特別定額給付金事業補助金（２億
5,979万円）、防災行政無線デジタル化工事に
伴う繰越金（１億4,986万円）及び町債（１億
6,700万円）の減によるものです。

町税の内訳　　合計　4億1,788万円
固定資産税

3億2,281万円
町民税

6,881万円

軽自動車税
779万円

町たばこ税
1,847万円

地方交付税

国庫支出金

県支出金

地方消費税
交付金等

�町債

町税

繰入金

諸収入

使用料
手数料

その他

0 5 10 15 20
（億円）

依存財源
25億1,444万円

自主財源
11億5,995万円

1億1,551万円
（3.1％）

1,738万円
（0.5％）

6,628万円
（1.8％）

2億5,729万円
（7.0％）

4億1,788万円
（11.4％）

2億8,561万円
（7.8％）

8,363万円
（2.2％）

1億2,471万円
（3.4％）

6億3,570万円
（17.3％）

16億7,040万円
（45.5％）

※�翌年度に繰り越すべき財源1,594万円

を含みます
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今月の話題

実質公債費比率
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交付税算入率の高い地方債の活用や繰り上げ償
還を行い、公債費の抑制に努めてきたため、
年々減少してきています。

2021年（令和３年）は新型コロナウイルスの影
響により普通交付税が再算定となり、充当可能
基金が増加したため大幅に比率が減少しました。

区　分 令和３年度
決算比率

令和２年度
決算比率

早期健全化
基準

（黄色信号）

財政再生
基準

（赤信号）
実質赤字比率 － － 15.0% 20.0%
連結赤字比率 － － 20.0% 30.0%
実質公債費比率 2.9% 3.9% 25.0% 35.0%
将来負担比率 1.1% 26.7% 350%

１．健全化判断比率

　令和３年度決算に基づき算定された健全化判断比率と資金不足比率は次のとおりです。

令和３年度今別町の健全化判断比率と資金不足比率

特別会計名 令和３年度
決算比率

令和２年度
決算比率

経営健全化
比率

今別地区簡易水
道事業特別会計 － － 20.0%

令和３年度の今別町の健全化判断比率・資金不足
比率はすべて基準を下回りました。
※�実質赤字比率は黒字で赤字が算定されていない
ため。「－」の表示になっています。

２．資金不足比率

令 和 ３ 年 度 今 別 町 基 金（ 貯 金 ）の 状 況
１．基金残高の変動状況（総括）

区　　　分 令和３年度末 令和２年度末 増減額 増減率 

基金総額 12億 747万円 8億3,278万円 3億7,469万円 45.0％
財政調整基金 5億3,229万円 3億2,928万円 2億 301万円 61.7％
減債基金 2億5,612万円 1億5,612万円 1億円 64.1％
その他特定目的基金 4億1,906万円 3億4,738万円 7,168万円 20.6％

２．その他特定目的基金の変動状況

区　　　分 令和３年度末 令和２年度末 増減額 増減率 

１ 庁舎等建設基金� 6万円 6万円 0円 0.0％
２ 町ふるさと基金� 2億7,481万円 2億846万円 6,635万円 31.8％
３ 教育振興基金� 298万円 298万円 0円 0.0％
４ 町営住宅建設基金� 2,096万円 2,096万円 0円 0.0％
５ 土地開発基金� 4万円 4万円 0円 0.0％
６ 地域福祉基金� 0円 0円 0円 0.0％
７ ふるさと水と土保全対策基金� 0円 0円 0円 0.0％
８ 奨学基金� 2,577万円 2,416万円 161万円 6.7％
９ ふるさと応援基金� 4,917万円 4,138万円 779万円 18.8％
10 過疎地域自立促進特別事業基金� 0万円 579万円 △579万円 皆減
11 公共施設修繕等基金� 3,815万円 3,915万円 △100万円 △2.6�％
12 森林環境基金� 712万円 440万円 272万円 61.8％

合　　　　　計 4億1,906万円 3億4,738万円 7,168万円 20.6％
　�　基金については、令和３年度末現在高が12億747万円（令和２年度末現在高８億3,278万円）
で、令和２年度より３億7,469円の増となりました。
　　要因として、増加した普通交付税（１億5,783万円）などを積立てしたことによるものです。
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今月の話題

令 和 ３ 年 度 の 主 な 事 業
【ソフト事業】

事　業　名 事業費等

住民税非課税世帯への臨時特別給付
金事業 5,961万円

新型コロナウイルスワクチン接種事業 2,418万円
分散型エネルギーインフラプロジェ
クトマスタープラン作成事業 1,705万円

社会福祉施設改修補助金事業 3,000万円
農業者経営支援助成事業 686万円
福祉灯油購入助成事業 630万円

新型コロナウイルス対策関連事業　主な内容

事　　業　　名 事　業　内　容 事業費

社会福祉施設改修補助金事業 なかやま荘に施設改修補助金を交付 3,000万円
今別町テレワーク環境整備事業 役場内のテレワーク環境を整備 858万円
いつもの倍！プレミアム商品券事業 プレミアム商品券の販売 753万円
福祉灯油購入助成事業 住民税非課税世帯に対し灯油購入券を配布 630万円
公共水道料減免事業 水道料の1ヶ月分を減免 599万円
今別町立小学校・中学校空調設備設置事業 小学校・中学校にエアコンを設置 379万円

【ハード事業】

事　業　名 事業費等

町営住宅建替新築工事 １億823万円
除雪機械格納庫建築工事 9,060万円
新型コロナウイルス対策役場空調設
備工事 3,046万円

福祉バス購入事業 2,475万円
道の駅非常用電源工事 1,540万円
新型コロナウイルス対策公共施設空
調整備工事 1,529万円

特別会計歳入歳出決算額

会　　計　　名 歳　　入 歳　　出 差引残額

一　　般　　会　　計 36億7,439万円 34億5,434万円 2億2,005万円

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険特別会計（事業勘定）� 4億 793万円 3億8,774万円 2,019万円
国民健康保険特別会計（診療所施設勘定）� 1億3,160万円 1億1,042万円 2,118万円
後期高齢者医療特別会計� 5,654万円 5,409万円 245万円
介護保険特別会計（保険事業勘定）� 5億7,241万円 5億4,346万円 2,895万円
介護保険特別会計（サービス事業勘定）� 485万円 485万円 0万円
今別町地区簡易水道事業特別会計� 1億4,659万円 1億4,065万円 594万円

小　　　　　計 13億1,992万円 12億4,121万円 7,871万円
合　　　　　　　　計 49億9,431万円 46億9,555万円 2億9,876万円

主な特別会計決算状況

●国民健康保険特別会計（事業勘定）について

　�　町民の病院利用料が増えたことから医療費の７割分に当たる療養給付費が1,938万円の増となっ
たため、歳出総額が872万円の増加となりました。

●簡易水道事業特別会計について

　�　簡易水道統合事業などに伴う公債費の元利償還金が831万円の増となったことから、歳出総額
が469万円の増加となりました。
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700号達成記念企画

　昭和30年11月に第１号が発行された広報いまべつは今月で700号を迎えました。ここまで
発行できたのも町民の皆さまに温かく見守っていただいたおかげです。ありがとうございます。
　700号達成記念として100号、200号、300号、400号、500号、600号と節目の広報紙か
ら記事や当時のコーナーに取り上げられていた方々にインタビューしました。

広報いまべつ700号達成記念企画

昭和47年１月発行100号

『広報いまべつ100号記念座談会』の記事より　熊谷範一さん

昭和56年５月発行200号

『ハロー・ドライバー』のコーナーより　間山ちよさん

平成元年７月発行300号

『第35回町民体育祭大泊11年ぶりの優勝』の記事より　阿部律子さんと米谷清子さん

〇当時のことを覚えていますか？

　記憶にありません。こういうこともあったんだべなぁ。
　当時の広報担当が覚えているか聞いてみたいと思
います。
〇一言お願いします。

　何事もなく家族と友達もみんな元気です。
　役場で若い職員が増えてきて、産業建設課以外は
誰か分からないが、畑や家の前で職員から声を掛け
てもらえるのが一番の幸せ。

〇当時のことを覚えていますか？

　記念座談会は覚えていません。
　こんなこともあったのかと思っています。
〇一言お願いします。

　私が町長をしていた時に広報担当へ、町
長を載せなくていいから町民を載せなさい
とずっと言っていました。今の広報も町で
頑張っている人や子どもたちの写真をたく
さん掲載してほしい。

　古い広報紙のため写真が荒
く、掲載できる状態ではな
かったので写真がありません。
　座談会には役場職員以外に、
熊谷範一さん、鳴海スヱ子さ
ん、高桑ウメさん、相内長男
さん、神与佐雄さん、田中良
子さん、米田行雄さんの７名
が参加していました。

〇当時のことを覚えていますか？

　インタビューの話を受けた時は全然思い出
せなかったが、アルバムを探してみたらトロ
フィーと優勝旗を受け取ったのが私たちで驚
きました。
　２人で写真を見ながら話していると色々と
思い出しました。色々な競技があり、運動が
苦手な人も楽しめるラムネの一気飲みや豆を
箸で掴んで他の皿へ移す競技もありました。
とても楽しかったです。
〇一言お願いします。

　若返ったら、もう一度町民体育大会へ参加
したいと思います。

200号に掲載された軽トラに

乗っている間山さん。 現在の間山さん。

現在の熊谷さん。

（�写真上）300号に掲載された

優勝後の集合写真。写真の

右側で優勝旗を持っている

のが阿部さん。写真の左か

ら３番目が米谷さん。

（�写真右）現在の米谷さん（左）

と現在の阿部さん（右）
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700号達成記念企画

平成９年11月発行400号

『今別町婦人防火クラブ 青森市で小型ポンプ操法披露』の記事より　澤田良子さん

平成18年３月発行500号

『元気なかっちゃの味自慢・うで自慢開催』の記事より　大川平加工グループさん

平成26年７月発行600号

『町の元気な子ども達』のコーナーより 柳谷龍太郎さん

〇当時のことを覚えていますか？

　この前の年に全国大会へ出場したことをよく覚
えています。
　家族のご飯を作ってから、消防団の団員や役場の
消防担当、広域消防今別分署の秋元さんから操法
を教わりながら、毎日暗くなるまで練習しました。
　全国大会では自分たちの実力を発揮できたと思
います。
〇一言お願いします。

　コロナ禍の前は浜名地区で会館に集まって遊ん
でいました。最近は交流がなくて寂しいですね。
　最近の楽しみは畑で作った野菜を近所の人に食
べてもらうことです。

〇当時のことを覚えていますか？

　コロナ禍の前は色々なイベントに参
加していたので、いつのことか分かり
ません。
〇一言お願いします。

　大川平加工グループのメンバーも高
齢化が進んできました。私たちがいな
くなった後の加工場はどうなるか心配
していたが、グループを継ぎたいと
言ってくれた若い人がいるので安心し
ています。

〇当時のことを覚えていますか？

　当時の広報で将来の夢について「外国で商
売をする人」と書いたことがとても印象に
残っています。大金持ちになりたくて書いた
気がします。
〇一言お願いします。

　当時12歳だった私は20歳になり、現在は
今別町役場で働いています。
　町民の皆様とたくさん関わる機会があると
思います。信頼されるような職員となれるよ
う頑張りますので、よろしくお願いします。

400号に掲載された操法披露の写

真。前列の５人の内、一番左が澤

田良子さん。操法では指揮者を担

当していました。

500号に掲載されたアスパムで加工

品を販売する大川平加工グループ。

600号に掲載された当時小学

校６年生の柳谷龍太郎さん。

現在の澤田さん。

令和４年10月15日にアスパムで開

催された、まるっとよいどころ祭に

参加した大川平加工グループ。写真

奥はイベントの主催青森公立大の学

生で当日のスタッフです。

現在の柳谷さん。
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　10月５日（水）に今別中学校で防災教室が行われました。
一般社団法人男女共同参画地域みらいねっと代表理事小山
内世喜子氏外４名が講師として来校し、「誰一人取り残さ
ない防災」について講義しました。
　講義の前には今別中学校の体育館を避難所に見立て、地
域の方が避難してきたことを想定した避難訓練が行われま
した。生徒たちが、避難所の受付スタッフや避難者だけで
はなく、要配慮者（災害が発生した時に、特に配慮や支援
が必要となる人のこと）とその支援者をそれぞれ体験する
ことで、災害時避難の雰囲気を身を持って学びました。
　受講した生徒たちは、今までは避難所のリーダーが男性
であることが多く、女性への配慮が足りなかったこと、炊
事担当者や要配慮者ヘ支援者等を当番制にしなかったため
に様々なトラブルが発生したことなどを学んでいました。
　未来の地域防災を担う中学生たちは、実際にプライベー
ト空間を守るためのダンボールベッドと仕切りの設置や、
避難所のルールの作成など、避難所の設営を体験し防災意
識を高めていました。

　10月15日、30回目の今中祭が開催されました。
今年の今中祭は、お馴染みの今別中荒馬やよさこ
いソーラン、合唱発表だけではなく、今年の７月
から活動が始まった文芸部の発表もありました。
　文芸部は習字や百人一首を行ったり、俳句を詠
むなど様々な活動を行っていることを紹介していま
した。12月には本の感想をイラストにする読書感
想画コンクールへの応募を目指しているそうです。
　他にも有志の生徒が行ったステージパフォーマ
ンスが会場を沸かせたり、全校合唱では素晴らし
い歌声を響かせるなど、今までの準備や練習の成
果を来校者へ披露していました。

町の出来事

誰一人取り残さない防災教室
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今別中学校文化祭！

よさこいソーランは青春を囲んで決めポーズで

終わりました。

部員が詠んだ俳句を紹介する文芸部。 全校生徒24名の混声２部合唱。
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9
27

サツマイモを収穫したよ
　今別こども園の園児たちが食育の一環で園内
の畑を利用し、栽培していた野菜を収穫しまし
た。
　この日はサツマイモを収穫。園児たちが「う
んとこしょ、どっこいしょ」という掛け声でつ
るを引っ張ると、サツマイモは地中に残ったま
まつるだけが抜けてしまいました。園児たちが
手作業で掘り出すと、大きく育ったサツマイモ
がゴロゴロと出てきました。
　収穫したサツマイモは細く切って油で揚げて、
みんなで美味しくいただいたそうです。

　今別町社会福祉協議会主催で71歳以上の一人
暮らし高齢者188名にキクの会お弁当が配られま
した。
　一昨年と昨年に引き続き集まっての会食は中止
になりましたが、お弁当を受け取った方は「あり
がとう」と笑顔を浮かべていました。
　このお弁当は社会福祉協議会から各地区や町内
会へ届けられ、総代や町内会長と民生委員が中心
となり、一人暮らしの高齢者を訪問して配布して
います。
　配布にご協力いただいた皆さま、ありがとうご
ざいました。

※赤い羽根共同募金の配分金を利用しています。

　元気な子どもたちの声を町内に響かせる朝と
夕方の放送。今年の４月から小学１年生になっ
た児童たちの録音が行われました。
　この日のためにたくさん練習を重ねてきて１
回で録音を成功させる児童もいれば、慣れない
マイクを前にして緊張してしまい小さな声で読
んでしまう児童もいました。
　今回録音した音声は11月から来年の７月ま
で町内へ響き渡ります。

10
20

9
27

キクの会お弁当配布

朝と夕方の放送を録音

掘り出したサツマイモを掲げる園児。

元気よく原稿を読む田村桃花さん。

砂ヶ森地区の配布の様子。
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陸・海・空自衛官募集

○募集種目 陸上自衛隊高等工科学校生徒（推薦・一般）
○概　　要 専門技術者（高等学校卒業資格取得可）
○応募資格 男子のみ中卒【見込み含む】17歳未満

○受付期間 推薦：10／１（土）～12／２（金）
一般：10／１（土）～令和５年１／６（金）

○試 験 日 推薦：１／５（木）～１／７（土）
一般：１／１４（土）

○試験会場 推薦：仙台駐屯地
一般：第２合同庁舎

　【問】自衛隊青森地方協力本部青森募集案内所　電話：017－783－2995

お知らせコーナー

後期高齢者被保険者証の返却のお願い

　窓口負担が２割になった方に、９月中に新しい被保険者証を交付し、古い被保険者証の返却をお
願いしています。まだ返却されていない方は、被保険者証交付時に同封した返信用封筒にて返却く
ださるようお願いします。
【問】青森県高齢者医療広域連合　電話：017－721－3821

11月30日（いいみらい）は「年金の日」です！！

　厚生労働省では、「国民お一人お一人、『ねんきんネット』等を活用しながら、高齢期の生活設計
に思いを巡らしていただく日」として、11月30日（いいみらい）を「年金の日」としています。
　この機会に、ご自身の年金記録や年金見込額を確認し、将来の生活設計について考えてみませんか。
　『ねんきんネット』をご利用いただくと、パソコンやスマートフォンからいつでもご自身の年金
記録を確認できるほか、次のようなさまざま機能がご利用いただけます。
　　・将来の年金見込額の試算
　　・電子版「ねんきん定期便」の閲覧
　　・受給に関する各種通知書の確認など
　ご利用方法には以下の２つの方法があります。
　　・マイナポータルからのログイン
　　・日本年金機構のホームページからログイン
　詳しくは日本年金機構のホームページをご覧下さい。

不動産取得税の軽減制度

　不動産取得税は、家屋を新築・増改築したとき、土地や家屋を売買・贈与・交換などで取得した
ときに一度だけ課税される県の税金です。
住　宅の新築や中古住宅の取得等で、一定の要件に該当する場合には、申請により不動産取得税が
軽減される制度があります。
　詳しくは、下記までお問い合わせください。
【問】東青地域県民局県税部　課税第二課　電話：017－734－9973

まもなく裁判員制度の名簿記載通知を発送します

　11月中旬頃に、令和５年の裁判員候補者名簿に登録された方にたいして通知をお送りします。こ
れは、来年２月頃から約１年間、裁判員に選ばれる可能性があることをお伝えするものです。今回
から、令和４年９月時点で18、19歳の方も裁判員候補者に含まれます。

•お知らせコーナー お問い合わせ先＝【問】　電話番号＝電話　ファックス番号＝ファックス　メールアドレス＝メール

日本年金機構の

ホームページはこちら
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お知らせコーナー

12月１日は世界エイズデー　～保健所ではエイズの相談・検査ができます～

　世界エイズデーの今年のキャンペーンテーマは「このまちで暮らしている。私もあなたも。12月
１日は世界エイズデー」です。ＨＩＶ・エイズに関する検査や治療、支援などの正しい知識を得て、
ＨＩＶ検査の受検促進や差別・偏見の解消につなげていきましょう。
　エイズはＨＩＶ（ヒト免疫不全ウイルス）に感染することでおこる病気です。治療法の進歩によ
り、ＨＩＶ陽性者は感染の早期把握、治療の早期開始・継続によりエイズの発症を防ぐことができ、
ＨＩＶに感染していない人と同等の生活を送ることが期待できるようになりました。
　そのためには、検査を受け、感染を早期に発見することが重要です。感染が心配な方は早めに検
査を受けましょう。保健所では、匿名・無料で検査を受けることができます。専用電話による予約
のほか、インターネットによる検査予約を受け付けています。また、御希望により、性器クラミジ
ア感染症、梅毒の検査も同時に受けられます。
　詳しくは電話又は青森県庁ＨＰ「相談・検査（青森県STOP�AIDS）」
　ご相談は、東地方保健所までお願いいたします。
【問】エイズ相談専用電話：017－739－5425（東地方保健所）

結婚を希望する方の出会いを応援！

　あおもりマッチングシステム「AIであう」会員募集！
　青森県が運営しているあおもり出会いサポートセンターでは、結婚希望者の出会いを応援するた
め、10月１日からAIを活用したあおもりマッチングシステムを開始しています。
○登録に必要なもの
　・本人確認が可能な書類（運転免許証やマイナンバーカードなど公的証明書）
　・独身証明書（発行から２ヶ月以内のもの）
　・収入証明書（源泉徴収票・確定申告控え・給与明細書）
○ご入会条件　18歳以上＆スマートフォン及びメールアドレスを所有している方
○利用登録料　10,000円（登録月から２年間有効）
【問】あおもり出会いサポートセンター　電話：017－721－1250
　　　平日�11：00～19：00　土曜・日曜�11：00～17：00
　　　定休日　月曜・木曜年末年始

インターネット公売の実施について

　青森県では、動産や不動産、自動車などの差押財産について、ＫＳＩ官公
庁オークションを利用して売却するインターネット公売を実施しています。
　詳しくは、青森県ホームページ内「県税・市町村税インフォメーション」
内のインターネット公売バナーをご覧ください。
【問】東青地域県民局県税部　納税管理課　電話：017－734－9975

あおもり安心飲食店応援キャンペーン「つなぐる」始まります

　県では、県内の「あおもり飲食店感染防止対策認証制度」の認証を受けた飲食店(認証店)を対象
に、飲食代１千円１口から応募できる食事券の当たるキャンペーンを実施します！
�１等２万円分×1,000名様、２等１万円分×3,000名様、３等５千円分×10,000名様のなんと総
額１億円が計14,000名様に当たるビッグチャンス！
【応募期間】令和４年11月１日（火）～令和５年１月４日（水）
【応募方法】�キャンペーン参加店（認証店）で１千円につき１枚配布される応募用紙で、郵送また

はWebにより応募。
【食事券利用期限】令和５年３月５日まで
【ホームページ】「つなぐるあおもり」で検索か右のＱＲコードから
　※参加店も令和５年１月20日まで募集中！
【問】「つなぐる」事務局　電話：017－752－8310

詳しくはこちら

県税・市町村税インフォ

メーションはこちらから
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お知らせコーナー

チャイルドライン受け手ボランティア養成講座

　チャイルドラインとは、1970年代に北欧で始まった子ども専用フリーダイヤルをはじめとした活
動の総称です。お説教や押し付け抜きで、子どもたちの声に耳を傾けます。日本では、1998年に東
京都世田谷区で活動が始まり、青森県では2007年から活動が始まりました。
　近年は子どもたちの訴える気持ちが深刻化している傾向が見られており、電話を受ける「受け
手」を増やしていくことが急務となっております。
　コロナ禍のため養成講座はYouTubeとZoomでのオンライン開催となります。

○受講対象　①「受け手ボランティア」を希望する方（19歳以上）
　　　　　　②「受け手」は難しいが、チャイルドラインの活動に興味がある方
　　　　　　③子どもたちの現状について学んでみたい方
○講座費用　全講座受講　10,000円（学生：3,000円）
　　　　　　１コマ受講　��1,000円（学生：300円）
○応募方法　以下の申し込みフォームでお早めにお申し込み下さい。
　　　　　　申し込みフォーム：https://forms.gle/w3mM77LXY1P4fHKC8
　　　　　　右のＱＲコードからのアクセスも可能です。
　　　　　　※ウェブでの申し込みが困難な場合、事務局メールアドレスまでご連絡ください。

～「受け手」になるまで～
①養成講座全10回を受講し、１コマごとに「振り返りウェブアンケート」を提出する
　（単年度での全講座受講が困難な場合、次年度以降の受講で完了することも可能です）
②「受け手を目指す理由」についてレポートを作成・提出する。
③チャイルドラインあおもり／チャイルドラインひろさきのいずれかの正会員として登録。
　�（弘前市周辺在住の方はチャイルドラインひろさきへの入会となります。八戸市周辺在住の方は
チャイルドラインあおもり八戸分室が連絡等を担当いたします。）
④講座終了後に事務局との面談を受ける。（疑問等を確認する時間となります）
⑤受け手インターン研修（１ヶ月程度）を経験。
※�インターン研修後は、受け手ボランティアとしての専門性向上のため月１回の活動をお願いして
います。
　　　チャイルドラインあおもり：第１～４週　土曜日16時～20時（青森市）
　　　　　　　　　　　　　　　　毎週１～２回　16時～19時（八戸市）
　　　チャイルドラインひろさき：毎週木曜日　16時～21時
　　　主催：チャイルドラインあおもり　　共催：チャイルドラインひろさき

【問】チャイルドラインあおもり事務局
　　　住所：〒030－0822　青森市中央３丁目20－30　県ボランティア・市民活動センター
　　　電話：090－4449－1488（代表）　メール：cl.aomori2007@gmail.com
　　　※お問い合わせはメールでいただけると助かります。

有
　
料
　
広
　
告

お申し込みは

こちらから
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●時は昭和58年。

　今別町のこの年はどうであったか。
　１月５日、町開発センターで今別町褒賞授与式が
行われ、５人に晴れの褒賞が贈られた。受賞者は、
次のとおり。△宮越専蔵氏（70歳・大川平）＝民
生委員30年△澤田よしえ氏（70歳・今別）＝今別
町婦人連合会会長20年△嶋中幸雄氏（70歳・大川
平）＝母校に図書を贈り続けて24年、地域の「昔
話」編集発行△阿部石蔵氏（84歳・今別）＝今別
町戦没者遺族会役員27年（うち会長５年）△故・
小鹿重雄氏＝新道納税貯蓄組合長19年。
　１月、今別町ママさんバレーボールクラブ（田中
裕文会長・会員数40人）に、県教委から「52年あ
すなろ国体記念県スポーツ奨励賞」が授与された。
この報告のため、田中会長、葛西春子主将、熊谷マ
サエ副主将が役場を訪れた。
　１月24日、今別小学校で給食開始。
　１月27日、青函トンネル先進導坑貫通。
　３月６日、農業委員選挙（第10回・選挙）。
　４月30日、丸山惇氏、第8代町長に当選。
　５月14日、アワビ幼稚貝保育場完成し、アワビ
の放流（東部漁協管内）。
　５月26日正午ごろ、日本海中部地震が当町を襲
い、被害受ける。
　６月７日、青函トンネルスラブ製造工場操業（浜
名地区）。企業進出第1号。
　８月６日、全国高校総体フェンシング競技女子団
体で今別高校が４年振り２度目の優勝。
　春の叙勲で砂ヶ森地区の藤巻組男氏（67歳）が
勲７等青色桐葉章を受章。藤巻氏は昭和10年７月
１日に旧一本木村消防組消防手に任命され、昭和
44年４月１日に今別町消防団第11分団副分団長な
どを歴任し、昭和45年12月31日に退職するまで、
35年有余の長きにわたり、町民の生命と財産を保
護するとともに、消防力の強化と団員の指導育成に
当たってこられた功績が認められた。
　８月27日〜28日、第32回青年大会が上磯地区５
町村で開かれる。
　９月５日、今別地区猟友会（小野正則会長・会員
数74名）は県の委託を受けて「竜飛休猟区」（鍋田
地区）に体長25㌢のキジの幼鳥50羽を放鳥した。

●昭和59年に突入。
　１月５日、町開発センターで町褒賞授与式が行わ
れ、３氏１団体が晴れの褒賞に輝いた。褒賞者の藤
巻組男さん（68）＝砂ヶ森＝は消防団員35年（内
副分団長２年）、相内哲太郎さん（67）＝鍋田＝は

消防団員32年（内分団長４年）、澤田清三郎さん
（89）＝浜名＝は共用林組合長33年。しいの実会
＝大川平＝ボランティア活動25年が認められたも
の。
　１月４日、中国空拳法道今別支部（田中正治支部
長・部員30名）で中央公民館で鏡開きを行い、小
学生や有段者の猛者たちが一緒になって初げいこに
快い汗を流した。参加者は小・中・高校生や一般の
道場生10人。突きやけりの基本動作、組手を行っ
た。同支部は56年７月にできた。
　１月９日、豪雪対策本部を設置。最深積雪150㌢
を記録。
　２月、青森地方法務局今別出張所の新庁舎完成。
　３月、アワビの養殖場が完成。
　３月２日、津軽海峡線工事で津軽トンネル（全長
5.88㌔）の二股工区を掘削している鹿島・フジタ
共同企業体で、坑口から1.32㌔の地点で貝の化石
を発見。町の歴史を探る一助にと町教育委員会を訪
れて貝の化石２片を寄贈（詳細は調査後に記述）。
　３月４日、第８回町議会議員選挙が行われた。有
権者4901人、投票者数4655人、投票率94.98％。
開票の結果、現職14人、新人４人の18人の新議員
が決まった。上位３人は、
➀278票　川村富蔵氏（59）＝浜名＝無所属現、
②276票　島中春光氏（45）＝今別＝無所属現、
③276票　平野誠次氏（56）＝今別＝無所属現。
　４月９日、津軽海峡線の本州側取り付け部にでき
る９トンネルのうち、第一今別、第二今別の両トン
ネルと部分貫通した津軽トンネル母沢・二股工区の
３トンネルで貫通式。
※参考資料＝（広報いまべつ、いまべつ物語、東奥年鑑）

今別小学校で給食開始。ママさんバレーボールクラブ52年あ
すなろ国体記念県スポーツ奨励賞に輝く。
青函トンネル先進導坑貫通。日本海中部地震発生。全国総体
フェンシング競技今別高校女子団体４年振り２度目の優勝。
中国空拳法道今別支部鏡開きで組手に汗。

今べつの昔話っこ

No.60　昭和58年～59年

▲�大川平小学校の西側に走っていた大川平バイパ

スが大被害を受ける。昭和58年５月26日正午ご

ろに発生した日本海中部地震が当町を襲う。

（写真：今別町役場提供）
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わんつかこらむ

エドワードの部屋・わんつかこらむ

Hello Everyone! It’s your ALT Edward.
It's starting to get cold. I already miss summer.
　皆さんこんにちは！ALTエドワードです。
　寒くなってきましたね。もう夏が恋しいです。

In November in America, we celebrate the holiday of Thanksgiving. On 
Thanksgiving, we eat a large meal with family, and be thankful for all we 
have. We eat many special foods on Thanksgiving, such as turkey, potatoes, 
and pumpkin pie. We also watch American Football.

アメリカでは11月にサンクスギビング（感謝祭）という祭日があります。感謝祭では家族と一
緒にたくさんの食事をし、すべてのものに感謝します。七面鳥やポテト、パンプキンパイなど、
特別な食べ物をたくさん食べます。そしてアメフトを観戦します。

Turkey, potatoes, and pumpkin are all foods that originate from America. It is said that the first 
Thanksgiving was celebrated by colonists in the 17th century who learned how to grow these 
foods from Native Americans.
七面鳥、ポテト、かぼちゃはすべてアメリカ発祥の食べ物です。最初の感謝祭は、ネイティブ
アメリカンからこれらの食品の栽培方法を学んだ入植者によって17世紀に祝われたと言われて
います。

Even though Native Americans taught the early colonists how to farm and survive in America, 
colonists eventually betrayed them and killed them. Because of this, there are people who do not 
celebrate Thanksgiving. They think its history is not worth celebrating. But most people think it 
is still good to spend time with their family and give thanks.
ネイティブアメリカンは初期の入植者にアメリカで農業を営み生き残る方法を教えたにもかか
わらず、入植者は最終的に彼らを裏切り殺してしまいました。そのため、感謝祭をお祝いしな
い人たちもいます。その残念な歴史は祝うに値しないと考えているからです。しかし、ほとん
どの人は家族と一緒に過ごし、感謝することは良いことだと考えています。

※サンクスギビング（感謝祭）はアメリカでは毎年11月第４木曜日、今年は11月24日です。

今別町ALT

ドウェイン・エドワード

の

部 屋
の

部 屋

⃝内閣総理大臣顕彰とは？⃝
　国家や社会に貢献し顕著な功績のあった人を
一般の人々へ周知するために表彰することを目
的としています。
　100歳の方が受賞するようになったのは昭和
38年に100歳以上の高齢者に初めて贈呈して
以来、老人の日（老人福祉法で定める９月15
日）の記念行事として定着したからです。

　今別町では９月28日になかやま荘で内閣総
理大臣顕彰の伝達が行われ、今年の６月で100
歳を迎えた泉谷そとさんへ阿部町長から賞状と
記念品が渡されました。 今別町の内閣総理大臣顕彰伝達の様子
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おかやんの沼・Think with ぷーま！

おか や ん の 沼おか や ん の 沼 地域おこし協力隊　岡 田 和 也

◉あなたにとっての“地域の宝”って何ですか？
　こんにちは、地域プロジェクトマネージャーの“ぷーま”こと周布祐馬です。
　先日９月25日に大川平地区で小さなマルシェを開催しました。テーマは一球入魂かぼちゃ。今別の
一球入魂かぼちゃを残したい！という想いに共感してくれた青森のお菓子屋さんだけでなく遠く京都
の有名なカフェにも出品いただき、賑やかに開催することができました。
　なぜ一球入魂かぼちゃをテーマにしたと思われますか？それは、私たち主催メンバーが考える“地
域の宝”の一つだからです。地域の宝の灯火が消えかかっている！となれば何か動かないわけにはい
きません。たかが小さなマルシェかもしれません。かぼ
ちゃの存続にどれだけの効果があったのかもわかりません。
でも今別には一球入魂かぼちゃがあって、それを盛り上げ
ようとしてくれている人たちが沢山いることを様々な人た
ちに伝えることはできたのでは？と思っています。
　あなたにとっての“地域の宝”って何でしょう？あなた
の考える“地域の宝”をいつまでも残すために、できる範
囲でいいので何か行動してみませんか？ご近所同士で話を
してみるもよし、空いた時間に昔の思い出を書き留めるも
よし、どんな些細なことでも行動さえすればそれこそ“地
域の宝”を子や孫たちに伝える立派な第１歩です！

　おかやんです。
　去年より荒馬を跳ねる機会が増えて嬉しいので今回は荒馬をしに京都へ行ったことを書きます。
●荒馬遠征 in 京都

　10/8（土）10/9（日）に私の母校である京都市の立命館大学にて、荒馬を通じた学生との交流を
目的とした交流事業（荒馬の練習会）を開催し、立命館大学「和太鼓ドン」、名古屋大学「鼓舞」、
立命館アジア太平洋大学「荒馬緒（ちよ）」と各団体の卒業生と大川平荒馬保存会が参加し、総勢
30名ほどで開催となりました。
　最後に荒馬まつりが開催されたのは現在の大学４年生が１年生の頃で、それ以降の交流が希薄に
なっています。例年なら荒馬まつり経験のある先輩に連れられて何となく今別町を訪れる学生も多
かったですが、その風潮も今では見られません。今回の交流事業の目的は学生にとって今別町に来
たくなる理由を一つでも多く作ってあげることでした。
　実際に練習会が始まると学生も大川平荒馬保存会も学生団体の
OBたちもみんな積極的に会話をしてくれて、私の予想以上に交
流を楽しんでくれていました。
　個人的に一番の印象的だったのは保存会の最若手で大学生と同
年齢のメンバーが積極的に学生と交流し、若い人とのつながりが
できたことです。荒馬を跳ねるという同じ目標を持った仲間たち
が今別町だけでなく、京都、名古屋、大分にできたことが私に
とっても嬉しかったです。
　新たな関係性が生まれてくれたことで、今後も荒馬を通じた交
流が学生と荒馬保存会の間で積極的に行われることを期待してい
ます。大川平荒馬だけでなく、今別荒馬の交流会も開催できたら
いいなー。
　余談ですが11/6の秋まつりで荒馬を跳ねます。ぜひ見に来て
ください！

Think with ぷーま！Think with ぷーま！ 地域プロジェクトマネージャー　周 布 祐 馬

みなさん、一球入魂かぼちゃを応援してください！

練習後に集合写真を撮影しました

ステージの上でみんなで練習
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11　月

６日（日） いまべつ秋まつり（いまべつ総合体育館横お祭り広場） 【産業建設課】

12　月

２日（金） 人権・行政合同相談（中央公民館） 【総務企画課】

４日（日） 今別町総合福祉展　中止 【社会福祉協議会】

税金・保険料の納期限はこちら（11月１日から12月10日）

11月 30日（水）

⃝国民健康保険税第４期納期限 【税務会計課】

⃝後期高齢者医療保険料第５期納期限 【町民福祉課】

⃝介護保険料第４期納期限 【町民福祉課】

町の行事予定 （令和４年11月１日〜12月10日）　※行事予定名・開催場所・担当を掲載しています。

面　積　��125.27㎢

人　口　2,326人 （−７）

　男　　1,114人 （−２）

　女　　1,212人 （−５）

世帯数　1,336世帯（−７）

（　）内は前月比

お悔やみ申し上げます

戸籍の窓口 ※ご家族から了承を得た方になります。

　（９月１日から９月30日までの届出分）

　今月は何かと忙しい時期ですね。
　ゆったりとしたヨガを体験しませんか。心も身体も整えて、
楽しい一日を過ごしましょう。
　お子様はスタッフがお預かりしますのでお気軽においで下さ
い。お待ちしています。
　ヨガ講師：工藤　綾乃�氏

○開催日時
　11月24日（木）
　　　10：00～12：00
　　　13：00～15：00

【問】今別こども園　　　電話：0174－35－2128
　 　今別町教育委員会　電話：0174－35－2157

定期的なお知らせ

※新型コロナウイルス感染状況により中止となる場合があります。

梅田　利通 さん （91）今　別
小野アキ子 さん （88）袰　月
小鹿　孝夫 さん （89）大川平
澤田　武徳 さん （89）今　別
藤巻　しん さん（100）砂ヶ森
山打　フミ さん （97）大　泊

今別町の姿（令和４年９月30日現在）

子育てサロンほっとケーキだより 11月サロンほっとケーキのお知らせ

お誕生おめでとうございます

奥崎　結
ゆう

心
しん

くん（匠さん・知咲さん） 村元
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今別町ふれあい福祉センター11月の相談日

「月下のサクラ」（柚月裕子）

「殺人鬼がもう一人」（若竹七海）

「薬屋のひとりごと12」（日向　夏）

「クジラアタマの王様」（伊坂幸太郎）
　��現実は職場のトラブルに立ち向かうサラリーマン、

夢では戦士。関係ないはずの現実と夢がリンクし、
夢で起こった出来事が現実に影響し、主人公の置か
れる状況が変わっていく。

演　題……特別講話「今別町長時代の話」〜北海道新幹線・新駅が今別町に決定の時〜

日　時……令和４年11月12日（土）午後２時～午後３時
場　所……今別町中央公民館（集会室）
講　師……熊谷範一（元今別町長）
◎�講座の聴講希望者は、ご面倒でもいまべつを語り継ぐ会事務局：齋藤（090－8780－4737）へ連
絡をお願いします。資料作り、会場準備によるものですので、ご理解とご協力をお願いします。

今別診療所からのお知らせ

公民館リクエスト講座　　11月の歴史講座のご案内

ふれあい文庫  10月の入荷図書

11月10日（木）

11月17日（木）

11月24日（木）

　左記の日にちは訪問
診療のため、午後の診

療は先生が戻り次第行

います。予めご了承く
ださい。

【問】今別診療所　電話：0174－35－2680

一般相談

相談種別 相談内容 相談日 相談時間 相談員

電話相談 日常のあらゆる心配ごと
悩みごとなど 毎週月曜日～金曜日 10：00～17：00 社協職員

※土、日及び祝祭日は対応できませんのでよろしくお願いします。
※相談を予定している方は、事前に予約をお願いします。当日の来所は電話でお知らせ願います。
※会場は開発センターで行います。
【問】社会福祉法人  今別町社会福祉協議会　電話：0174－35－3081

専門相談　専門相談員による相談

相談種別 相談内容 相談日 相談時間 相談員

法律相談 借金、離婚、財産相続、土地
登記等に関する相談� 11月８日（火） 13：30～16：30 弁護士

定期的なお知らせ

11月の朝夕の放送

三
み
潟
かた
　玲

れ
桜
お
さん

（今別小１年：浜名）

編集後記
　700号記念の企画記事として、節目の広報に出
ていた方へインタビューを行いました。ご協力い
ただき、ありがとうございます。
　インタビュー後に、「私ちゃんと答えていた？」
と電話がありましたが、町民体育大会の様子や昭
和の今別のことなど、私の知らないことばかりで
インタビュー中はとても楽しかったです。
� （広報担当：総務企画課　澤田大河）

お詫びと訂正

　10月号の２ページ青森県民駅伝出場選手の宮
本青空さんの学年が「今別中２年」になっていま
した。正しくは「今別中１年」です。申し訳あり
ませんでした。
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地元で働きたい方を募集します（急募）
福祉の仕事は地元で安定した仕事を求める方に選ばれています。
・無資格者でも、
　専門資格取得で職員になれます。
・働きながら
　資格取得を目指す方を応援します。

募集職種：看護・准看護師・調理員
　　　　　（地元で働きたい方大歓迎）
勤 務 地：外ヶ浜町三厩地区

特別養護老人ホームあじさい　外ヶ浜町高齢者生活福祉センター寿楽園 
☎ 0174-31-7000　ホームページ　http://www.ajisaikai.or.jp 

外科・内科・整形外科

かにたクリニック
往診・訪問診療も
行っております。

ご相談下さい。

院長　石戸谷 孝博
〒030-1303　東津軽郡外ヶ浜町字蟹田5-2

0174-22-2333
FAX  0 1 7 4 - 2 2 - 2 2 6 6

通院の方は送迎バスを
ご利用頂けます。

詳しくはお問合せください

診療時間

AM8:30〜12 :00

PM1:30〜 5 :00

月

○

○

火

○

○

水

○

木

○

○

金

○

○

土

○

休診日　　　日曜・祝日

1:30

〜

3:00
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防災無線を聞き逃したら…

0174-31-5119 に電話をかけると防災無線の
内容を聞くことができます！

有
　
料
　
広
　
告


